日本語学習者の要約文の問題点― テストの成績とパフォーマンスの成果のずれを考える ― by 坂口 昌子
〈Summary〉
  This article explores tendencies in learners’ problems with summaries, with relevance to 
the results of Japanese language examinations. Three main issues are considered: use of an 
original text without any modifications, irreproducibility of matter to read between the lines, 
and difficulty of summary comprehension.
  Consequently, two points are enumerated. First, there are many learners in the low-level 
group who are able to use an original text directly. However, there are other learners who 
make mistakes and replace expressions not in the correct way, but in their own way. Thus, a 
learner who uses a self-made expression cannot always write a good, understandable summary. 
Second, we can find learners who can read a whole text and summarize it in both the high-level 
learners group and the low-level learners group. However, we sometimes observe 




































　「日本語 A・B・C 1）」を受講している，日本語を母語としない日本語学科の学習者（1 年次生
から 3 年次生）36 名を調査対象とした。
　調査を行ったのは 2017 年 1 月 30 日である。漢字・語彙・文法・読解・作文・聴解の日本語の
テストの結果から，学習者を次の 3 群に分けた。均等に 12 名ずつに分けたかったが，下位群に
同点が 2 名いたことと，上位群の 1 名が要約文課題を棄権したため，以下のような人数となった。
上位群……10名　ペーパーテストの結果は66点から90.5点（本文中では H1～ H10で表す）
中位群……12 名　ペーパーテストの結果は 58.5 点から 64.5 点
下位群……13 名　ペーパーテストの結果は 42 点から 58 点（本文中では L1～ L13 で表す）
　これらの学習者に一橋大学留学生センター（2005）のテキスト 2） の中から，「歴史を使った文
章を読む」という単元の戦後の日本経済に関する文章を読ませ，200 字程度に要約させた。















 1  ）概念再生　原文と同じ表現，意味的にほぼ同じ表現，表現は同じで項の順序・態が異なる
もの。
 2  ）不完全再生　原文での特定情報を欠いていたり，原文より抽象的な表現で再生されている
もの。












































が 13 本中 3 本ある。それに対して，上位群では，そのような要約文は 1 つもなかった。
　そして，上位群では，本文の表現の組み立てからは大きく書き変えられ，自分のことばに置き




いうことである。次の例は，原文利用率が 0％だった H11 のものだが，内容は正確ではない。
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　上記の 7 つの項目のうち，どの項目が不足しているのかまとめたものが次の表 1・表 2 である。
















学習者／項目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
L1 1 1 1
L2 1 1 1 1 1
L3
L4 1 1 1
L5 1 1




L10 1 1 1
L11 1
L12 1 1 1 1
L13 1 1
合計 2 1 9 5 5 3 4
表 2　要約文中になかった項目（上位群）
学習者／項目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
H1 1 1 1
H2 1 1 1 1
H3 1
H5 1 1 1
H6 1 1 1























位群では，L3，L8，L11 の 3 本があった。
　（8）では，すべての項目が挙げられているため，要約文だけで歴史の流れを読み取ることが
できる。



























1995 年 GNP が戦前の水準に達した。1956 年の『経済白書』で，日本の経済は高度成
長を続けていくことになる。（L3）






（12 ）日本は 1945 年にアメリカ中心の連合国軍に占領された。いずれも日本の民主化に
とって重要な意味があった。日本経済の壊滅的な状況が緊縮財政政策と朝鮮戦争のおか
げで一気に好況になった。ドッジ・ラインの真の目的が分かってきて，日本の再独立に



















































 1  ．本文をそのまま使う学習者は下位群に多い。ただし，自分のことばで置き換えることに
よって生じる誤りも多く，自分のことばで置き換えているからといって，要約文がわかりや
すいということにはならないようである。












1  ）京都外国語大学日本語学科では，日本語を母語としない学生のために，日本語 A，日本語 B，
日本語 C を準備している。1 年次にレベルわけテストを行い，到達度別に授業を受講する。
2  ）この教科書は中級から上級向けに作られたもので，ストラテジーを身につけながら読解力を伸
ばすということを目的にしている。
3  ）4）と 5）の間には，「ドッジ・ライン」の目的について述べられた 1 文があるが，他は時系列
に並べられている。
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ワーク　第 4 課　歴史を扱った文章を読む（p. 36）より
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